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第１回海岸保全基本計画検討委員会 

議事概要について 
１ 日時 

令和 6 年 6 月 18 日(火) 15：00～17：00 

 

２ 場所 
熊本県庁 本館 5 階 審議会室 

 

３ 出席者 
（１）委員 

委員長 柿本 竜治  熊本大学   くまもと水循環・減災研究センター（センター長） 

柳田 紀代子 尚絅大学   現代文化学部（学部長） 

竹内 裕希子 熊本大学   先端科学研究部（教授） 

小森田 智大 熊本県立大学 環境共生学部（准教授） （欠席） 

金  洙列  熊本大学   くまもと水循環・減災研究センター（准教授） 

   （２）熊本県 

    農林水産部 農村振興局農地整備課長、水産局漁港漁場整備課長 

    土木部 河川港湾局河川課長補佐、河川港湾局港湾課長 

   （３）その他 

    国土交通省九州地方整備局地域河川課 

 

 

４ 事務局 
熊本県農林水産部 農村振興局農地整備課、水産局漁港漁場整備課 

    熊本県土木部 河川港湾局河川課、河川港湾局港湾課 

 

５ 議事 
   （１）海岸保全基本計画について 

   （２）熊本県沿岸の海岸保全基本計画 

   （３）検討会の進め方 

   （４）現行の海岸防護水準 

   （５）気候変動を考慮した計画外力の検討方針 

   （６）今後のスケジュール 

 

６ 委員総括 
   別紙参照 



別紙 

第一回海岸保全基本計画検討委員会（議事総括） 

 

＜基本計画検討委員会の進め方＞ 

検討委員会の進め方について、事務局案のとおりとします。 

 

＜気候変動に係る反映方法＞ 

・気候変動を考慮した計画外力の検討方針について、RCP2.6（2℃上昇相当）

における予測の平均的な値を基本とすることとします。 

・気候変動の係る防護水準に反映する考え方については、気候変動を考慮し

た「平均海面上昇」、「潮位偏差」、「波浪」を設定することとします。 

・平均海面上昇量については、気象庁の予測している平均海面上昇量と潮位

観測結果から見た変動傾向を比較して決定することとします。 

・潮位偏差、沖波、津波について、気候変動による見直し検討方針（案）の

とおりとします。 


